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今年の夏は大 きな災

■が異常に多かった,

特に, 7月 12日夜に発

生 した北海道南西沖地

震については,地 震に

後に奥尻島を祝禁 した

だけに,そ の修状がjrH

く記憶に残っている。

この地震では,地 震その ものによる被単 も

きることながら,地 震に114って発生 した柱崩

れ,津 波, 人火災などによるtr4年が大きかっ

たのが特徴である。

lt波の技害の大きか った青 付地区に行 ,て

みると,高 台までかなりの距離がある人家 も

多く,地 震後直ちに避離を開始 しなければ,

数分後に襲ってきた津波から逃げることはと

ても出来なかったろうということ力F良く才,か

る。この地区の人々も,10年 前の日本海中部

地震による津波を経験 していなければ,避 雑

開始が遅れて, もっと権性者が出ていたに違

いない, と話していた.こ の種の災告の経験

が,い ざと言うときに加何に ものをいうか,

痛感 した次第である.
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しか し,考 えてみ る

と, この種 の災害に一

生の うちに何度 も迪 う

こ とはめす らしい。7「

特殊災竿室長 ′卜林 恭一

1 ‖こと,を万!害|こ雪
革〔……ェ、_十 一………=X 一ヽヤー…来43-……尊 故防止対策が進み,そ

の発′Lイをが減少 してきているだけに,実 際に

小 きな事故等に何度か道遇することによって

その対応方法を学ぶ という, 
‐種の体験主義

ではもはや通用 しないことは明らかである。

また,施 設が巨大になり, それを動かすシス

テムも複雑なものが増えてきているので,状

況に応 して適切に判断する能力の必要性 もま

すます増大 してきている。

実際に災害に道わなくても災害に道 ったの

と同様の経験が出来,判 断や対応行動年の訓

練が出来るような施設,な るべ く環境や状rL

変化 をリアルに設定するいわゆる
「
シミュレ

ーション訓練Jの できる施設の設置の必要性

がますます高 くなってきている, と改めて思

う.
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